
                          水食の仕組みと 因子に関する 次の記述のＡ ～Ｃ に当てはま る も のの組合せと

し て妥当なのはどれか。

細流浸食を放置し たと こ ろ， 畑の畝間， く ぼみなど に雨水などの流出水が集ま り ， 次

第にそこ を削って， 耕作の支障と なる 大き な溝に発達する 現象を 　 Ａ 　  と いう 。

水食は， 一般に土地の傾斜が急になる ほど ， 地表流出水の流れる 斜面長が 　 Ｂ 　  ほ

ど ， 浸食はひどく なる 。 ま た， 土層の浸透能も 水食の程度に影響し ， 浸透能の小さ い土

層では， 降雨が地中に浸透し にく く ， 地表流が発生する ため， 水食が 　 Ｃ 　  。

　 Ａ 　 　 　 　 Ｂ Ｃ

１ ． 面状浸食　 　 短い　 　 起こ り にく い

２ ． 面状浸食　 　 短い　 　 起こ り やすい

３ ． 面状浸食　 　 長い　 　 起こ り にく い

４ ． ガリ 浸食　 　 短い　 　 起こ り にく い

５ ． ガリ 浸食　 　 長い　 　 起こ り やすい
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［例題1］

 正答　5



　１８００  m 3（ 締固めた土量） の盛土を 造成する ために必要な地山の土量と ， ほ

ぐ し た土量の組合せと し て妥当なのはど れか。

ただし ， 土量の変化率は， ほぐ し 率を １．２ ， 締固め率を ０．９ と する 。

地山の土量 ほぐ し た土量

１ ． 　１５００ m 3 １３５０ m 3

２ ． 　１６２０ m 3 １３５０ m 3

３ ． 　１６２０ m 3 ２１６０ m 3

４ ． 　２０００ m 3 ２１６０ m 3

５ ． 　２０００ m 3 ２４００ m 3
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［例題2］

 正答　5


